
事 項！ 被覆資材・反射資材の利用によるえだまめのわい化病防除

えだまめのわい化病媒介アブラムシ（シゃャfイモヒゲナfアフゃうムシ）は、殺虫剤使用を主体とし

ね ら し、｜た従来の防除技術では十分な防除が困難となってきており、防除回数の増加や防除コスト

の増大の原因になっている。
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今回、わい化病の防除手法として被覆資材・反射資材の利用について検討したところ、

殺虫剤使用に替わり得る防除技術としての有効性が確認されたので、参考に供する。

1 被覆資材の利用

は種直後から 6月末までの不織布による株被覆は殺虫剤使用に勝る防除効果が得られ

る。

2 反射資材の利用

(1）シノレバーポリフィルムのうね間展張（幅45cm)

ジャガイモヒゲナガアブラムシの発生抑制効果が高く、殺虫剤使用に勝る防除効果

が得られる。

(2）アブラムシ忌避マルチ（商品名：ムシコン）によるマルチ栽培

ジャガイモヒゲナガアブラムシの発生抑制効果が高く、殺虫剤使用と同等の防除効

果が得られる。

｜ 農薬使用の低減が図られ、安定した被害軽減効果が得られることから、えだまめの安定

期待自れる効果｜生産と産地育成に寄与する。

1 不織布は浮き掛けとし、生育の妨げにならないよう注意する。

普及上の注意事項12 シルバーポリフィルム（商品名：シノレバーポリトウ等）のうね間展張は出芽前に始め

る。展張にあたってはU字鉄線等を使用して地面にしっかりと固定する。

3 アブラムシ忌避マルチの敷設では通常のマノレチ栽培方式に従う。
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今。

平成14年｜不織布被覆｜ 5. 3 
薬剤防除 I s2. 6 
無防除 I 89. 4 

平成Ts年｜不織布被覆 1 6.9 
薬剤防除 I 26. 4 
無防除 I 58. 5 

（注） 1 被覆資材：不織布（パスライト）
2 品種：あおもり福丸
3 は種月日 平成14年： 5月15日（ただし不織布区は6月4日）、平成15年： 5月14日
4 防除 平成14年：へ0 ／りトリン乳斉IJ3,000倍液6月3目、6月13日の2回散布

平成15年： へ0 ／レメトリン乳剤3,000倍液6月6日、7月 8日の2回散布
5 被覆期間 平成14年： 6月4日～7月10日。平成15年： 5月14日～6月30日
6 発病状況調査平成14年：不織布被覆区8月6日、その他は8月17日。平成15年：各区とも9月17日
7 収量調査 平成14年：不織布被覆区9月28日、その他は9月3日。平成15年：各区とも9月17日
8 発病程度別基準無：発病なし 少： 1株の発病葉が3/4未満または英数が 1～5個

中： 1株の発病葉が3/4以上または英数が5～10個
多：わい化・縮葉が認められるまたは英なし

9 発病度＝〔（少＋2×中＋3×多）÷（調査株数×3）〕 ×100

表 2 反射資材のうね間展張によるジャガイモヒゲナガアブラムシの発生抑制効果
平成14年青森農林総研畑園試

6/28 I 7 /30 
麹 ｜ 無 麹 ｜ 有 麹 ｜ 無 麹

0. 4 I 4.4 I 0.4 I 9. 2 
0.4 I 8.4 I 0.4 I 4.8 
0.4 I 26.4 I 0.4 I 18.4 

2.4 
31. 2 
61. 1 
4.2 

21. 5 
40. 0 

6/7 I 6/13 I 6/20 
麹｜無麹｜有麹｜無麹｜有麹｜無麹

シルバー｜ o I o. 4 I o I 4. 4 I o. 4 I 11. 6 
薬剤防除｜ o I o I o. 4 I 1. 6 I o. 4 I 3. 6 
無防除 I o.8 I 6.o I 1.2 I 21.6 I 1.6 I 67.2 

（注） 1 反射資材：シルバーポリフィノレム（出芽前から展張）
2 品種あおもり福丸。 は種月日 5月15日
3 防除 へ0 ／レメトYン乳斉IJ3000倍液6月3日、6月13日の 2回散布
4 有麹：有麹胎生雌虫、無麹：無麹胎生雌虫＋幼虫

表 3 反射資材のうね間展張によるのわい化病発病抑制効果
乙15年青森農林総研畑園試）

区 ｜発病株率｜発病度｜ 収量（kg/a ) 
%）｜ ｜ 総収量 ｜上物収量

シルバー｜ 11.1 I 6.5 I 61.2 I 49.2 
薬剤防除｜ s2. 6 I 31. 2 I 44. 1 I 3o. 1 
無紡除 I 89. 4 I 61. 2 I 15. 5 I 9. o 

（注） 1 発病状況調査 不織布被覆区8月6日、その他は8月17日
2 収量調査不織布被覆区9月28日、その他は9月3日
3 発病程度別基準無．発病なし少： 1株の発病葉が3/4未満

中： 1株の発病葉が3/4以上 多 ．わい化 ・縮葉が認めーられる
4 発病度＝〔（少＋2×中＋3×多）÷（調査株数×3）〕 ×100

表4 反射資材マルチによるジャガイモヒゲナガアブラムシの発生抑制効果
平成15年青森農

7/8 
麹｜無麹
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0 I 1. 0 

0. 5 I 64. 0 
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t1 I ~~~ 
アブ守ラムシ忌避マルチ
薬斉IJ防除
丞匹陰
（注） 1 

2 
3 
4 
5 

麹｜無麹

ア7守ラムシ忌避マjげ
薬剤防除
無防除 I 58. 5 I 40.0 

（注） 1 発病状況・収量調査 9月17日
2 発病程度別基準無：発病なし少：英数が 1～5個、中：英数が5～10個、多：英なし
3 発病度＝〔（少＋2×中＋3×多）÷（調査株数× 3）〕×100

【参考】 不織布（パスライト） : 6,240円／ a

シルバーポリフィルム（シルバーポリトウ） : 1, 625円／ a

アブラムシ忌、避マルチ（ムシコン） : 5,250円／ a
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